
CIR（国際交流員）CIR（国際交流員）CIR（国際交流員）サバナ・エリスサバナ・エリスサバナ・エリス
サバナズ 　　  スタジオ

　国際交流員のサバナが「アート」を通してアメリカの文化などを紹介する「Savanah’s Studio」。第７回となる今
回は、アメリカの新年の迎え方についてご紹介いたします。

　今月号では私が卒業したヘイスティングズ大学での雪景色を描きました。
ヘイスティングズ大学があるネブラスカ州の1月は毎年とても寒く、雪がよ
く降ります。年の初めのこの時期を思うと、私はいつもこの景色とその時の
自分の気持ちを思い浮かべます。
　1月の初めは、新年のお祝いでいっぱいです。多くのアメリカ人は、新年
を迎えるために深夜まで起きています。新年になった瞬間に大切なパートナー
とキスをするという伝統があり、愛とともに1年を始めます。もしパートナー
がいない場合は、友達と一緒に歓声を上げたり、お酒やジュースを飲んだり
して楽しみます。大切なのは、愛する人たちに囲まれて新しい1年を迎える
ことです。
　また、1月は一年の中で最も病気が流行る時期でもあるので、私はいつも
ビタミン C を多めに取って免疫力を高めるようにしています。日本の冬に身
体がうまく慣れていなかったのか、去年の冬はほとんど毎月のように風邪を
ひいていましたが、今年は大丈夫です。本当にほっとしています！
　風邪を引かないようにどうかお体に気をつけて、暖かくしてお過ごしくだ
さいね。
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周りは雪が積もり、寒さで川は凍っています。
（サバナ作）

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

9 8広報おおづ 2026.1広報おおづ 2026.1

子育てカフェ（月1回、無料・要予約）

役場子育て支援課
☎096（293）5981

町子育て支援センター
☎096（294）9511

日時

場所

保健師や保育士などが対応します。
気軽にお越しください！

１月 30日㈮
10：00～15：30
町老人福祉センター

協力

申込

NPO法人ペアレント
ネットワーク
電話または
二次元コード

79

子育てイベント
情報チラシで
最新情報を
ゲットしよう！

　「子どもが病気で保育所などに通わせることができない、でも仕事を休めない」
そんな時は、病児・病後児保育施設「ひだまり」で子どもさんをお預かりします。
まずは事前登録をしておくと安心です。

登録・予約・問い合わせ

■実施場所

■対象児童

■開所時間

■利用料金

■利用の流れ

町子育て・健診センター 2 階 （子育て支援センター「ひだまり」）

３カ月～おおむね 10歳の「病気」または
「病気回復期」にある子ども

平　日　午前８時～午後６時
土曜日　午前８時～午後１時

※日曜日、祝日、
　年末年始は休み

保育園児 /幼稚園児 未就園児 /小学生

事前登録
電話連絡後、印鑑・
母子手帳を持参

病院での診察
医師に「病児・病後
児保育連絡票」へ
記入依頼

電話予約
前日の夕方６時
までに予約

利　用
持参物を用意し
利用、お迎え時に
支払い

町内在住の人

町内勤務/熊本市在住の人

1,000円

2,000円

2,000円

2,000円

※熊本市との連携協定により、熊本市内の病児保育施設も利用できます。
※菊陽町の企業主導型保育所「あおぞら保育園」に併設された病児保育室「あいあい」も利用できます。
※子どもの症状や空き状況により、お預かりできない場合があります。

病児・病後児保育病児・病後児保育病児・病後児保育ᢎߡ߃㧋

町病児保育の
詳細はこちら▶

市病児保育の
詳細はこちら▶

　家庭や事業所で出た廃棄物を屋外で焼却する
「野外焼却（野焼き）」は、「廃棄物の処理及び清
掃に関する法律」で禁止されています。違法に
焼却を行った場合、個人・法人ともに罰則の対
象となります。
　これは、周辺環境への悪影響を防ぎ、町民の
皆さんの健康と安全を守るためです。

燃やすことで有害なガス（ダ
イオキシンなど）が発生する
場合があります。

・風向き・時間帯の配慮
・少量で行い、煙・臭いを抑える
・近隣への事前の声かけ
・火事と誤認されるおそれがある場合は、
事前に消防署・役場への届け出が必要

廃棄物の
野外焼却は
禁止です！

●なぜ野外焼却はダメなの？ ●認められる場合（例外）

●焼却を行う場合の注意

・地域行事（どんど焼きなど）
・農業・林業・漁業上やむを得ない場合
・たき火など日常生活の軽微な焼却

大気汚染の原因に

強風時などに火が飛び、山林
火災や住宅火災を引き起こす
おそれがあります。

火災につながる危険性

煙や臭いが広がり、近隣住民
の生活環境に悪影響を与える
ことがあります。

周辺住民への迷惑に

※苦情があれば指導対象です。

詳しい届出方法は
ホームページを
ご覧ください▼
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